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う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
和
興
紡
績
株
式
会
社
を
設
立
し
、
中
部
石
川

県
人
会
会
長
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
常
任
理
事
な
ど

重
職
を
歴
任
し
ま
す
が
、
多
忙
を
極
め
る
中
で
も
蒐
集

活
動
は
止
む
こ
と
な
く
継
続
さ
れ
、
数
多
く
の
作
品
を

求
め
ま
し
た
。
そ
の
範
囲
は
日
本
・
東
洋
美
術
の
み
な

ら
ず
西
洋
美
術
に
も
展
開
し
、
陶
磁
器
や
絵
画
、
彫
刻

な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
及
び
ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）
に
出
身
地
七
尾
に
対
す
る
多

大
な
貢
献
か
ら
七
尾
市
名
誉
市
民
に
推
挙
。
晩
年
に
至

る
ま
で
幅
広
く
活
躍
を
続
け
、
昭
和
62
年
に
80
歳
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
、
氏
の
蒐
集
し
た
作
品
を
故
郷
へ
寄
附
し

て
欲
し
い
、
と
い
う
七
尾
市
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
計

１
２
５
点
の
作
品
が
ご
遺
族
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
七
尾

市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
寄
附
さ
れ
た
作
品
は
池
田
文

夫
氏
の
名
を
と
っ
て
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
命
名
、

そ
の
後
建
設
さ
れ
た
当
館
の
所
蔵
品
第
一
号
と
な
っ
た

の
で
す
。

●「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
内
容
●

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
そ
の
後
も
池
田
氏
の
格
別

な
ご
配
慮
に
よ
り
、
平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
の
当
館
開

館
時
に
そ
の
記
念
と
し
て
計
22
点
、
そ
し
て
開
館
10
周

年
の
同
17
年
に
計
23
点
が
追
加
で
寄
附
さ
れ
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
度
、「
根
来
」
な
ど
漆
工
品
を
中
心
と
し

た
作
品
34
点
を
新
た
に
ご
寄
附
頂
く
こ
と
と
な
り
（
こ
の

新
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
改
め
て
詳
し
く
紹
介

い
た
し
ま
す
）、
現
在
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
合
計

２
０
４
点
を
数
え
ま
す
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
は
、
茶
道
美
術
品
を
中
心
と
し

た
日
本
美
術
の
優
品
で
あ
り
、
池
田
文
夫
氏
が
活
躍
し
た

岐
阜
県
ゆ
か
り
の
作
品
が
多
く
の
割
合
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
肉
筆
浮
世
絵
や
近
現
代
の
木
彫
、新
し
く
加
わ
っ

た「
根
来
」と
い
っ
た
様
々
な
作
品
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
美
濃

国
（
岐
阜
県
）
で
制
作
さ
れ
た
や
き
も
の
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
、「
美
濃
焼
」
の
「
志
野
」
や
「
織
部
」
な
ど
が

充
実
し
て
お
り
、
そ
の
器
一
点
一
点
か
ら
は
桃
山
文
化

の
自
由
闊
達
な
雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
向
附
な
ど
の
数
物
は
ほ
と
ん
ど
が
欠
損
な
し
の

揃
っ
た
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
き
ち
ん
と
用
意
さ

れ
た
収
納
箱
か
ら
は
、
池
田
文
夫
氏
の
作
品
に
対
す
る

深
い
愛
玩
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
こ
の
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
、

名
品
30
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
池
田
文
夫
氏
の
優
れ
た
鑑

識
眼
、
そ
し
て
作
品
に
注
い
だ
情
熱
を
感
じ
取
っ
て
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

当
館
が
平
成
７
年
に
開
館
し
て
今
年
で
17
年
。
開
館

当
初
に
は
３
５
６
点
で
あ
っ
た
所
蔵
品
は
、
平
成
23
年

３
月
現
在
で
約
５
８
０
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
だ
け
の
作
品
を
当
館
に
所
蔵
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
か
ら
格
別
な
ご
配
慮

を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
館
で
は
地
域
に
伝
来
す
る
貴
重
な
作
品
な

ど
を
保
全
し
、
後
世
に
伝
え
る
と
い
う
目
的
か
ら
様
々

な
文
化
財
や
作
品
な
ど
を
寄
託
と
い
う
形
で
お
預
か
り

し
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
現
時
点
で
計
65
点
と
な
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
合
計
約
６
４
０
点
の
所
蔵
品
と
寄
託
品
よ

り
、
次
の
二
テ
ー
マ
で
様
々
な
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〜
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・

池
田
文
夫
氏
の
ま
な
ざ
し
〜

●
池
田
文
夫
氏
と「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」●

　

七
尾
市
出
身
で
岐
阜
県
大
垣
市
に
て
活
躍
し
た
実
業

家
の
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
〜
８
７
）。「
池
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
は
中
部
地
方
き
っ
て
の
経
済
人
で
あ
り
、
そ
の

一
方
で
美
術
品
を
愛
し
て
止
ま
な
か
っ
た
氏
が
生
涯
を

か
け
て
蒐
集
し
た
美
術
品
で
す
。

　

氏
は
紡
績
技
術
者
で
あ
っ
た
若
い
頃
よ
り
作
品
蒐
集

に
執
心
し
、
そ
れ
は
「
貰
っ
た
ボ
ー
ナ
ス
が
即
座
に
作
品

と
な
り
、
空
袋
を
渡
さ
れ
た
」
と
夫
人
が
嘆
い
た
、
と
い
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平
成
23
年
４
月
23
日（
土
）〜

６
月
26
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「
石
川
県
七
尾
美
術
館
収
蔵
品
選
展
」

４
月
23
日（
土
）〜
５
月
22
日（
日
）

〔
会
期
中
無
休
〕

◆
第
一
展
示
室

「池田文夫氏像」北村西望
昭和46年（1971）に制作された
氏の胸像。どっしりとした存在
感と風格を感じさせる。

（池田コレクション）

「色絵龍桐文木瓜形平卓」
粟生屋源右衛門（池田コレクション）

「織部木瓜形鉢」（池田コレクション）



た
っ
て
描
い
た
水
道
秋
聖（
１
９
２
１
〜
９
９
）な
ど
、
そ
し

て
洋
画
で
は
、
色
彩
や
ポ
ー
ズ
に
こ
だ
わ
っ
た
人
物
画
を

追
求
し
た
南
政
善
（
１
９
０
８
〜
７
６
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風

景
を
通
し
て
悠
久
の
歴
史
を
描
い
た
田
辺
栄
次
郎

（
１
９
１
０
〜
９
８
）、
抽
象
的
表
現
に
能
登
の
色
を
塗
り

こ
め
た
勝
本
冨
士
雄（
１
９
２
６
〜
８
４
）、
写
実
的
な
タ
ッ

チ
で
不
思
議
な
抽
象
世
界
を
展
開
し
た
中
村
静
勇

（
１
９
４
２
〜
２
０
１
１
）な
ど
、
個
性
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　

30
人
の
能
登
ゆ
か
り
の
現
代
画
家
た
ち
が
織
り
な
す
、

そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

〜
能
登
ゆ
か
り
の
絵
画
・
中
世
か
ら
現
代
ま
で
〜

　
「
能
登
地
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
美
術
工
芸
の
展
示
お
よ

び
作
品
蒐
集
」
は
、
当
館
開
館
以
来
の
重
要
な
テ
ー
マ
で

あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
当
館
で
は
能
登
に
関
連
す
る
古
今

の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
、
幅
広
く
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
多
岐
に
わ
た
る
作
品
中
、
今
回
は
絵
画
に
焦
点
を

あ
て
、「
中
世
〜
近
世
編
」お
よ
び「
現
代
編
」の
二
本
立
て

で
、
古
画
や
現
代
日
本
画
、
洋
画
な
ど
計
46
点
を
展
示

予
定
で
す
。

●
中
世
～
近
世
編
●

　
「
能
登
ゆ
か
り
の
画
家
」
と
い
っ
て
真
っ
先
に
連
想
さ
れ

る
の
は
、
や
は
り
長
谷
川
等
伯（
１
５
３
９
〜
１
６
１
０
）で

し
ょ
う
。
能
登
七
尾
に
生
ま
れ
京
都
で
大
活
躍
し
、
桃
山

時
代
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
と
し
て
著
名
な
存
在
で

す
。
昨
年
は
「
長
谷
川
等
伯
没
後
４
０
０
年
」
と
し
て
様
々

な
関
連
行
事
が
開
催
さ
れ
た
た
め
、
等
伯
の
名
を
耳
に
し

た
方
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
等
伯
が「
信
春
」
と
名
乗
っ
て
い
た
若
年
期
に
制

作
さ
れ
た「
愛
宕
権
現
図
」
と
、
等
伯
養
祖
父
の
無
分（
生

没
年
不
詳
）
や
一
族
と
考
え
ら
れ
る
長
谷
川
等
誉（
？
〜

１
６
３
６
）
な
ど
の「
長
谷
川
派
」
と
呼
ば
れ
る
周
辺
の
画
家

た
ち
の
作
品
計
５
点
を
展
示
。
さ
ら
に「
没
後
４
０
０
年
」に

あ
わ
せ
、
等
伯
の
代
表
作
と
し
て
評
価
の
高
い「
松
林
図
屏

風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
、
昨
年
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

よ
っ
て
精
巧
に
製
作
し
た「
複
製
松
林
図
屏
風
」
な
ど
も
、

参
考
作
品
と
し
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
天
正
９
年
（
１
５
８
１
）
能
登
に
入
国
し
た
前
田

利
家
が
、
両
親
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
し
た
長
齢
寺
（
七

尾
市
）に
所
蔵
さ
れ
る
「
前
田
利
春
画
像
」（
国
指
定
重
要

文
化
財
）
な
ど
前
田
一
族
の
肖
像
画
や
、
能
登
の
有
力
豪

族
で
後
に
前
田
家
の
重
臣
と
な
っ
た
長
氏
所
縁
の
菩
提
寺

で
あ
る
悦
叟
寺
（
七
尾
市
）
所
蔵
の
「
釈
迦
三
尊
像
」
を
は

じ
め
と
し
た
仏
画
な
ど
、
地
元
の
由
緒
あ
る
寺
社
や
旧
家

に
古
く
よ
り
伝
来
す
る
作
品
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
作
品
に
、
特
別
展
示
と
し
て
鎌
倉
時

代
刺
繍
仏
の
代
表
作
と
し
て
著
名
な
西
念
寺
（
七
尾
市
）

所
蔵
の
「
刺
繍
阿
弥
陀
三
尊
像
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

を
加
え
、
計
16
点
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
現
代
編
●

　

戦
後
よ
り
現
代
に
か
け
て
、
多
く
の
能
登
ゆ
か
り
の
画

家
た
ち
が
各
所
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
一
口
に
「
能
登
ゆ
か

り
」
と
い
っ
て
も
そ
の
関
わ
り
は
千
差
万
別
で
、
能
登
出

身
・
在
住
、
能
登
が
制
作
の
テ
ー
マ
、
偶
然
に
能
登
と
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
方
な
ど
様
々
で
す
。

　

各
作
家
は
様
々
な
テ
ー
マ
を
以
て
制
作
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
日
本
画
で
は
自
然
の
生
命
力
を
表
現
し
た
上
田

珪
草
（
１
９
０
４
〜
８
５
）
や
、
能
登
の
風
景
を
生
涯
に
わ

3

◆
第
二
・
三
展
示
室

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
、団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

重文「刺繍阿弥陀三尊像」
七尾市・西念寺蔵

町文「涅槃図」
長谷川藤原　穴水町・来迎寺蔵

「ベルリンの壁断腸ＫＺ」
堀場良夫

「バレリーナ」
八野田 博



　

昨
年
、
石
川
の
工
芸
界
に
は
嬉
し
い
知
ら
せ
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
既
に
ご
存
じ
の
と
お
り
、
新
た
に
２
名
の

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
と
１
名
の
日
本

芸
術
院
会
員
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
二
塚
長
生
氏
（
金
沢

市
在
住
）が「
友
禅
」で
、
中
野
孝
一
氏（
野
々
市
町
在
住
）

が
「
蒔
絵
」
で
人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
、
九
谷
焼
作
家
の

武
腰
敏
昭
氏
（
寺
井
町
在
住
）
が
芸
術
院
会
員
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

毎
年
春
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
現
代
美
術
展
」
で
は
人

間
国
宝
、
文
化
功
労
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
を
筆
頭
と

す
る
作
家
た
ち
の
新
作
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
主

に
県
内
の
作
家
や
美
術
愛
好
家
た
ち
が
出
品
す
る
公
募

展
で
、
戦
後
の
混
乱
の
な
か
昭
和
20
年
５
月
に
始
ま
り
、

今
回
で
67
回
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
規
模
は
県
下
最
大

規
模
を
誇
り
、
現
在
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真
の
６
部
門
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
属
会

派
を
超
え
て
出
品
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
石
川
県
に
お

け
る
美
術
の
流
れ
を
展
観
す
る
絶
好
の
機
会
と
い
え
ま

す
。

　

今
年
は
４
月
２
日
か
ら
石
川
県
立
美
術
館
（
洋
画
・
工

芸
・
写
真
）と
金
沢
21
世
紀
美
術
館（
日
本
画
・
彫
刻
・
書
）

の
２
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
展
示
作
品
は
委
嘱
出
品

と
一
般
公
募
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
委
嘱
出
品
の
部

で
は
、
出
品
委
嘱
作
家
（
石
川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
）

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
一
般
出
品
の
部
は
、

長
年
に
わ
た
り
制
作
活
動
を
続
け
て
い
る
作
家
か
ら
新

進
気
鋭
の
作
家
ま
で
幅
広
い
層
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、

入
選
率
５
割
と
い
う
厳
し
い
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
作

品
を
展
示
す
る
も
の
で
、
展
示
の
総
点
数
は
千
点
に
も

お
よ
び
ま
す
。

　

金
沢
展
の
後
、
県
内
を
巡
回
し
ま
す
が
、
巡
回
展
は

開
催
地
ご
と
に
地
域
の
文
化
や
産
業
を
も
反
映
し
た
地

域
色
豊
か
な
展
示
内
容
と
な
り
ま
す
。

　

七
尾
展
は
昭
和
21
年
６
月
の
第
２
回
展
が
開
催
さ
れ

た
後
は
、
当
美
術
館
が
開
館
す
る
ま
で
中
断
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
７
年
４
月
の
開
館
を
機
に
、
毎
年
６

月
に
開
催
し
、
今
年
で
17
回
目
を
迎
え
ま
す
。「
第
67
回

現
代
美
術
展
」
出
品
作
品
の
中
か
ら
、
石
川
県
美
術
文
化

協
会
役
員
の
作
品
、
能
登
地
区
在
住
お
よ
び
出
身
委
嘱

作
家
作
品
、
委
嘱
賞
・
最
高
賞
・
次
賞
受
賞
作
品
、
能

登
地
区
（
宝
達
志
水
町
以
北
）
在
住
者
の
作
品
を
選
抜
、

紹
介
し
ま
す
。
身
近
な
作
家
さ
ん
の
作
品
も
多
数
展
示

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

　

七
尾
展
は
巡
回
展
の
最
後
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
見

逃
し
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

会
期
中
、
第
三
展
示
室
の
一
室
で
は
「
池
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」を
展
示
し
ま
す
。
観
覧
料
は「
現
代
美
術
展
」と

共
通
料
金
で
す
。

4

収
蔵
庫
・
楽
屋
棟
の
増
築
工
事
に
つ
い
て

　

収
蔵
庫
部
分
は
鉄
骨
構
造
の
２
階
建
て
、
楽
屋
棟
部
分

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
平
屋
建
て
で
の
増
築
工
事

で
あ
り
、
収
蔵
庫
は
５
月
末
、
楽
屋
棟
は
６
月
末
の
竣
工

を
目
指
し
、
現
在
予
定
ど
お
り
に
工
事
は
進
ん
で
い
ま
す
。

　

収
蔵
庫
部
分
は
、
３
月
中
に
は
鉄
骨
の
柱
部
分
も
で
き

あ
が
り
、
４
月
は
外
装
工
事
、
５
月
に
か
け
て
収
蔵
庫
専

用
の
特
殊
な
内
装
の
仕
上
げ
へ
と
進
ん
で
い
き
、
既
存
建

物
と
は
、
２
階
収
蔵
庫
前
の
前
室
を
共
有
し
、
こ
の
新
収

蔵
庫
と
連
結
し
ま
す
。
竣
工
後
は
、
建
材
等
か
ら
出
て
く

る
成
分
に
よ
る
化
学
変
化
に
よ
り
、
美
術
品
が
変
色
・
劣

化
し
な
く
な
る
値
に
な
る
ま
で
、
庫
内
の
環
境
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
楽
屋
棟
部
分
は
、
基
礎
工
事
の
後
、
４
月
に
は
躯

体
工
事
、
５
月
・
６
月
に
か
け
て
外
壁
・
内
装
工
事
へ
と

進
ん
で
い
き
、
最
後
に
建
物
周
辺
の
花
壇
・
植
栽
植
え
込

み
工
事
を
し
、
７
月
か
ら
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
と
共
に
ご
利
用

頂
け
ま
す
。
増
築
に
よ
り
楽
屋
・
ピ
ア
ノ
保
管
庫
等
が
増

え
、
よ
り
ご
利
用
頂
き
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
し
ば
ら
く
、
皆
様
に
は
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

通路１

通路２

風除室

ＤＮ

倉庫４

ポーチ

更衣室Ｂ

更
衣
室
Ａ

調光盤室

男ＷＣ

女ＷＣ湯沸室

ホール風除室

楽屋Ｂ

楽屋Ａ

通路３

ＤＮピアノ
保管庫

倉庫２

ＵＰ
ＵＰ

傘置場

エントランスホール

舞　台

倉庫１

ＤＳ

ＤＳ

Ｕ
Ｐ調整室アートホール

客　席

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

ＤＮ

冷

倉庫３

可動間仕切壁

花ダン

舞
台
裏
通
路

暗幕

防
音
ド
ア

◆
第
一
・
二
・
三
展
示
室

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
、団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「
第
67
回
現
代
美
術
展　

七
尾
展
」

６
月
３
日（
土
）〜
26
日（
日
）

楽屋棟平面図

昨年の展示室の様子



第
12
回 

石
川
県
七
尾
美
術
館
友
の
会

「
鑑
賞
の
旅
」の
ご
案
内

5

平成23年度 友の会事業カレンダー
2011 ４月 ●美術館だより（第65号）春号発行。

５月 ◎5月29日㈰「第12回友の会鑑賞の旅」を開催。
　貸切バスで、三井寺と比叡山延暦寺へ国宝と世界遺産を訪ねる旅です。

６月 ◇友の会会員対象の「新収蔵庫＆アートホール楽屋見学会」を開催。（※）
７月 ●美術館だより（第66号）夏号発行。
８月 ○8月5日㈮「長谷川等伯展」開会式へ友の会会員をご招待！

　式典終了後には展覧会の鑑賞（無料）もできます。
◆8月14日㈰「長谷川等伯展」のギャラリートーク（列品解説）を開催。
　友の会会員は先行予約で受け付けします。

10月 ●美術館だより（第67号）秋号発行。
11月 ○11月11日㈮「2011イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」開会式へ友の会会員をご招待！

　式典終了後には展覧会の鑑賞（無料）もできます。
2012 １月 ●美術館だより（第68号）冬号発行。

３月 ◇友の会会員対象の美術講座を開催予定。（※）

注：（※）印の催しにつきましては、会員本人と同伴者2名まで参加できます。

ま
も
な
く
完
成
！
の
前
に
ち
ょ
っ
と
見
て
み
た
い
…

　

友
の
会
会
員
様
限
定

　
　

新
収
蔵
庫
＆

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
楽
屋
見
学
会　
　

　

１
月
か
ら
増
築
工
事
に
入
り
、
外
か
ら
見
る
と
足

場
や
重
機
が
見
え
、
何
や
ら
物
々
し
い
様
子
。
ご
来

館
の
皆
様
に
も
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

増
築
部
分
の
完
成
予
定
は
６
月
末
で
す
が
、
日
頃

よ
り
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
会
員
の
皆
様

に
、
左
記
の
と
お
り
一
般
公
開
に
先
立
ち
、
増
築
部

分
を
公
開
し
ま
す
。

　

収
蔵
庫
に
お
い
て
は
、
作
品
が
収
ま
っ
て
し
ま
う

と
学
芸
員
以
外
は
ほ
と
ん
ど
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

部
屋
で
す
。
ま
た
、
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
楽
屋
は
、
明
る

く
広
々
と
し
て
利
用
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
空
間
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

ご
案
内
は
、
増
築
に
設
計
段
階
か
ら
関
わ
っ
た
当

館
間
蔵
施
設
係
長
が
い
た
し
ま
す
。

日　

時	

６
月
26
日（
日
）午
後
３
時
よ
り（
約
１
時
間
）

見
学
場
所	

新
収
蔵
庫
・
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
楽
屋

参
加
費	

無
料

対　

象	

当
館
友
の
会
会
員
（
同
伴
者
２
名
ま
で
参
加
可
）

定　

員	

20
名
（
先
着
順
）

申
込
開
始	

４
月
５
日
（
火
）
か
ら
。

申
込
方
法	

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

	

七
尾
美
術
館  

☎
０
７
６
７（
53
）１
５
０
０

　

今
回
は
「
国
宝
と
世
界
遺
産
を
訪
ね
る
旅
」
を
テ
ー
マ

に
滋
賀
県
方
面
へ
行
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
天
台
寺
門
宗
の
総
本
山
で
あ
る『
三
井
寺
』
へ
。

今
回
は
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
国
宝
の「
観
学
院
客

殿
」
と「
光
浄
院
客
殿
」
を
特
別
拝
観
し
ま
す
。「
観
学
院
」

は
狩
野
光
信
に
よ
る
華
麗
な
障
壁
画
で
部
屋
が
飾
ら
れ
、

「
光
浄
院
」
に
も
狩
野
派
に
よ
る
障
壁
画
が
残
さ
れ
て
お

り
、
建
築
物
と
し
て
も
書
院
の
代
表
格
と
し
て
貴
重
で
す
。

　

次
は
天
台
宗
総
本
山
『
比
叡
山
延
暦
寺
』
へ
。
琵
琶
湖

を
一
望
で
き
る
『
延
暦
寺
会
館
』
に
て
精
進
料
理
を
い
た

だ
い
た
後
、
根
本
中
堂
で
団
体
法
話
を
拝
聴
し
、
境
内

を
散
策
し
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

程	
５
月
29
日（
日
）【
日
帰
り
・
貸
切
バ
ス
利
用
】

	

出
発　

午
前
６
時

	

帰
着　

午
後
８
時
頃

見
学
予
定
地　
（
滋
賀
県
）

	

三
井
寺
、
比
叡
山
延
暦
寺
な
ど

参
加
費	

９
，０
０
０
円

※
バ
ス
代
・
見
学
料
・
昼
食
代
・
旅
行
傷
害
保
険
料
込
。

　

友
の
会
会
員
以
外
の
方
は
右
記
参
加
費
に
１
，０
０
０
円

　

加
算
と
な
り
ま
す
。

定　

員	

25
名　
（
先
着
順
、
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
）

申
込
開
始	

４
月
５
日（
火
）か
ら
。

申
込
方
法	

参
加
費
を
ご
持
参
の
う
え
、
当
館
受
付
ま
で

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
！

参
加
者
大
募
集
！



◆「
日
蓮
聖
人
画
像
」長
谷
川
宗
清（
道
浄
）

	

天
文
23
年（
１
５
５
４
）　

輪
島
市
・
成
隆
寺
蔵

　

成
隆
寺
の
井
前
ご
住
職
様
か
ら
長
谷
川
家
菩
提
寺
・

長
壽
寺
の
高
木
ご
住
職
様
に
、「
等
伯
の
絵
と
よ
く
似
た

『
日
蓮
聖
人
画
像
』が
あ
り
、長
谷
川
と
書
い
て
あ
る
よ

う
に
見
え
る
」と
の
ご
連
絡
が
あ
り
、高
木
ご
住
職
様
か

ら
七
尾
美
術
館
に
情
報
提
供
い
た
だ
き
、平
成
22
年
11

月
に
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
長
谷
川
道
浄
四
十
八
才
筆
」の
サ
イ
ン
と

「
宗
清
」印
が
捺
さ
れ
た
、等
伯
の
養
父
・
宗
清
の
基
準
作

と
な
る
真
筆
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。等
伯
16
歳
の
時
で

あ
り
、宗
清
が
プ
ロ
の
絵
師
と
し
て
活
躍
し
、等
伯
が
指

導
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
作
品
か
ら
う
か
が
え
ま
し
た
。

（
作
品
画
像
は
裏
表
紙
に
掲
載
）

◆「
日
蓮
聖
人
画
像
」長
谷
川
信
春（
等
伯
）

	

室
町
末
期（
16
世
紀
）　

珠
洲
市
・
本
住
寺
蔵

　

七
尾
美
術
館
が
立
正
大
学
の
中
尾
堯
名
誉
教
授
か
ら

「
等
伯
に
非
常
に
近
い
作
品
で
、長
谷
川
派
の
可
能
性
も

あ
る
の
で
、一
度
確
認
さ
れ
た
方
が
い
い
で
す
よ
」と
の

ご
教
示
を
受
け
、平
成
22
年
11
月
に
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

肉
眼
で
は
見
え
な
か
っ
た
の
で
す
が
、画
像
は
傷
み

が
あ
る
も
の
の
七
尾
市
・
實
相
寺
の「
日
蓮
聖
人
画
像
」

に
近
似
し
、念
の
た
め
に
と
調
査
団
員
の
和
田
学
氏

（
七
尾
市
史
編
纂
室
次
長
）が
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
当
て
る

と
、｢

信
春
」袋
形
印
が
浮
き
上
が
り
、信
春
時
代
の
等

伯
作
品
新
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る「
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」

「
三
十
番
神
像
」に
も
長
谷
川
派
の
特
徴
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、作
者
の
特
定
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆「
宝
塔
絵
曼
荼
羅
図
」

	

長
谷
川
宗
清（
道
浄
）・
信
春（
等
伯
）

	

室
町
末
期（
16
世
紀
）　

氷
見
市
・
蓮
乗
寺
蔵

　

以
前
よ
り
北
春
千
代
氏（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学

芸
主
幹
）が
養
父
筆
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
作

品
で
、平
成
22
年
10
月
に
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

画
面
右
下
に
、養
父
の「
宗
清
」印
と「
道
浄
筆
」の
墨

書
、左
下
に「
信
春
」矩
形
印
が
確
認
さ
れ
、養
父
が
中

心
と
な
っ
て
描
い
た
合
作
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

長
谷
川
等
伯
ふ
る
さ
と
調
査
報
告
と
得
々
情
報
！

　

昨
年（
２
０
１
０
年
）は
等
伯
没
後
４
０
０
年
と
い
う
節

目
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、美
術
と
歴
史
の
専
門
家
が
合

同
で
、主
に
能
登
を
中
心
に「
長
谷
川
等
伯
ふ
る
さ
と
調

査
」（
北
國
新
聞
社
主
催
、石
川
県
七
尾
美
術
館
・
七
尾
市

協
力
、の
と
共
栄
信
用
金
庫
特
別
協
賛
）を
行
い
ま
し
た
。

「
等
伯
の
作
品
は
、ま
だ
ま
だ
能
登
周
辺
に
あ
る
は
ず
」と

思
い
な
が
ら
も
、一
方
で
は「
新
発
見
な
ど
と
い
う
の
は
、そ

う
頻
繁
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
」と
話
し
な
が
ら
始
ま
っ
た

調
査
で
し
た
が
、貴
重
な
新
発
見
が
続
く
こ
と
と
な
り
、当

の
調
査
団
員
が
一
番
驚
い
た
次
第
で
す
。

　

調
査
内
容
や
そ
の
結
果
は
、３
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た

「
長
谷
川
等
伯
ふ
る
さ
と
調
査　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
七
尾
サ

ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
）に
お
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、等
伯
作

品
の
発
見
は
元
よ
り
、絵
師
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

て
い
た
養
父
・
宗
清（
道
浄
）の
基
準
作
品
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
は
、能
登
時
代
の
み
な
ら
ず
等
伯
研
究
に
お
い
て
極
め
て

大
き
な
成
果
で
し
た
。

　

今
ま
で「
等
伯
で
は
な
い
」と
、注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

仏
画
な
ど
の
中
に
、等
伯
と
の
合
作
や
養
父
や
養
祖
父
の

作
品
が
、ま
だ
ま
だ
あ
る
可
能
性
が
広
が
り
ま
し
た
。等
伯

と
長
谷
川
派
の
研
究
は
、ま
た
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
夏
、「
長
谷
川
等
伯
展
」で

等
伯
親
子
の
新
発
見
作
品
が
鑑
賞
で
き
る
！

　

今
年
の
等
伯
展
は
、改
め
て
能
登
地
方
で
活
躍
し
た「
信

春
時
代
」を
中
心
に
展
示
し
ま
す
が
、特
に
、等
伯
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ
る
養
父
・
宗
清
の
仏
画
を
含
む

新
発
見
作
品
３
点
は
必
見
で
す（
会
期
等
は
、こ
の『
美
術
館

だ
よ
り
』裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。調
査
作
品
か
ら
出

品
作
品
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

6

　
等
伯
コ
ー
ナ
ー

得
々
情
報

《
平
成
22
年
新
発
見
・
初
公
開
作
品
》

　

こ
の
他
に
も
、今
回
調
査
さ
れ
た
長
谷
川
信
春（
等

伯
）
筆
「
法
華
経
本
尊
曼
荼
羅
図
」
永
禄
11
年

（
１
５
６
８
）制
作（
京
都
市
・
妙
傳
寺
蔵
）や
、長
谷
川

信
春（
等
伯
）筆「
日
蓮
聖
人
画
像
」室
町
末
期（
16
世

紀
）制
作（
羽
咋
市
・
妙
成
寺
蔵
）な
ど
は
、七
尾
初
公

開
と
な
る
作
品
で
す
。

　

ま
た
、「
複
製
松
林
図
屏
風
」（
原
本
・
長
谷
川
等
伯
）

も
特
別
展
示
し
、８
月
21
日（
日
）に
は
、特
別
講
演
会

も
開
催
し
ま
す
の
で
、ご
期
待
く
だ
さ
い
。



《　速 報　》
　この度、当館の池田
コレクションに、新た
に「後奈良天皇宸

し ん か ん

翰」
や「根来」を中心とす
る漆工品など34点の
ご寄附をいただきまし
た。詳しくは、次号で
紹介します。

平
成
二
十
二
年
度

新
収
蔵
品
紹
介

①
日
本
画「
竹
林
七
賢
図
屏
風
」

	
佐
々
木
泉
景

　
　
　

天
保
13
年（
１
８
４
２
）制
作

　
　

※
永
井
賢
栄
氏
よ
り
寄
附

②
油
彩
画「
こ
ま
」	

飯
田
則
子

　
　
　

平
成
９
年（
１
９
９
７
）制
作

　
　
　

第
12
回
北
國
女
流
展　

最
高
賞

③
油
彩
画「
さ
る
と
蟹
」	

飯
田
則
子

　
　
　

平
成
18
年（
２
０
０
６
）制
作

　
　
　

第
60
回
二
紀
展

④
油
彩
画「
こ
ん
な
事
あ
っ
た
で
し
ょ
う
―

追
憶（
か
ご
め
）」

	

飯
田
則
子

　
　
　

平
成
19
年（
２
０
０
７
）制
作

　
　
　

第
61
回
二
紀
展

　
　

※
②
～
④
飯
田
則
子
氏
よ
り
寄
附

⑤
油
彩
画「
ラ
ク
リ
マ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー（
白
い
陽
）」

	

西
房
浩
二

　
　
　

平
成
７
年（
１
９
９
５
）制
作

　
　
　

第
81
回
光
風
会
展

⑥
油
彩
画「
ラ
ク
リ
マ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー（
白
い
気
配
）」

	

西
房
浩
二

　
　
　

平
成
８
年（
１
９
９
６
）制
作

　
　
　

第
82
回
光
風
会
展

⑦
油
彩
画「
西
風
の
吹
く
頃
」	

西
房
浩
二

　
　
　

平
成
９
年（
１
９
９
７
）制
作

　
　
　

第
83
回
光
風
会
展　

会
友
賞

⑧
油
彩
画「
も
う
ひ
と
つ
の
視
線
」	西
房
浩
二

　
　
　

平
成
10
年（
１
９
９
８
）制
作

　
　
　

第
84
光
風
会
展

⑨
油
彩
画「
２
つ
の
仮
面
」	

西
房
浩
二

　
　
　

平
成
11
年（
１
９
９
９
）制
作

　
　
　

第
31
回
日
展

⑩
油
彩
画「
白
い
陽
」	

西
房
浩
二

　
　
　

平
成
15
年（
２
０
０
３
）制
作

　
　
　

第
35
回
日
展

⑪
油
彩
画「
夜
想
曲
」	

西
房
浩
二

　
　
　

平
成
21
年（
２
０
０
９
）制
作

　
　
　

第
41
回
日
展

　
　

※
⑤
～
⑪
西
房
浩
二
氏
よ
り
寄
附

⑫
漆
工　
「
瑞
象
馬
」	

番
浦
省
吾

　
　
　

昭
和
13
年（
１
９
３
８
）頃
制
作

⑬
漆
工　
「
漆
衝
立（
実
り
）」	

番
浦
省
吾

　
　
　

昭
和
29
年（
１
９
５
４
）制
作

　
　
　

第
６
回
京
展

　
　

※
⑫
⑬
濱
口
祥
江
氏
よ
り
寄
附

⑭
写
真　
「
舞
」	

荒
牧
良
一

　
　
　

平
成
21
年（
２
０
０
９
）制
作

　
　
　

第
83
回
国
展　

福
原
賞

　
　

※
荒
牧
良
一
氏
よ
り
寄
附
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平
成
二
十
二
年
度
に
新
し
く
当
美
術
館

所
蔵
と
な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
３
月
現
在
）

平成23年度 市民ギャラリー＆アートホールの利用について
只今、利用申込受付中

　七尾美術館では個展、グループ展、演奏会などの幅広い芸術活動の発表の場として市民ギャラリーとアー
トホールの貸室を行っています。現在楽屋増築工事を行っておりますので、アートホールの利用は７月から
となります。当館主催事業等で利用できない期間もありますので、お問い合わせください。

【利用可能期間は当館ホームページでも確認できます】

⑭「舞」荒牧良一

⑫「瑞象馬」番浦省吾

重美「後奈良天皇宸翰」

①「竹林七賢図屏風」佐々木泉景

②「こま」飯田則子

⑤「ラクリマ・クリスティー（白い陽）」西房浩二

≪市民ギャラリー≫ ≪アートホール≫
　展示面積（全５室 + 通路） 27 ㎡ / １室 　ステージ幅  8.5 ｍ
　最大天井高 3.5 ｍ 　客席数（固定 + 可動） 240 席

　楽屋 ２室



割引、プレゼントなど特典いろいろ
ぜひ当館でもご利用ください。

！

飛行機……能登空港から能登有料道路利用約45分
車…………金沢から能登有料道路利用約１時間15分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バスまりん号
　　　……JR七尾駅前「ミナ.クル」ビル裏バス停から西回り「七尾美術館前」下車
ななおコミュニティバスぐるっと７
　　　……JR七尾駅前５番乗り場から西コース「小丸山台１丁目」下車

4月～6月

◆4月  4,11,18～22

◆5月  23～31

◆6月  1,2,6,13,20,27～30

石川県七尾美術館だより 第65号（春号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台1丁目1番地
TEL（0767）53-1500／FAX（0767）53-6262
http://nanao-art-museum.jp（ホームページアドレスを変更しました。）

◎次号・第66号（夏号）は7月１日発行予定です。

　◆第１・２展示室

「長谷川等伯展」
平成23年８月６日（土）～９月11日（日）　会期中無休

　当館の重要なテーマである長谷川等伯（1539～1610）の特別展です。

　昨年の「等伯没後400年」では様々な記念行事が開催され、その中で新しい作

品や事実が判明、等伯にとっては実り多き年になりました。

　そこで16回目の開催となる今回は、等伯の前半生である「信春時代」に改めて

焦点をあてます。等伯が「信春」の名で活躍した20歳代の能登時代より、京都に

拠点を移し、「等伯」と改名した50歳代頃までの作品を中心に、昨年初めて確認

された養父宗清（道浄）の仏画など新発見作品を含む、約25点を紹介予定です。

「根来湯桶」室町時代
（池田コレクション）

「日蓮聖人画像」長谷川宗清（道浄）輪島市・成隆寺蔵

　◆第１・２・３展示室

「池田コレクション優品展」
～新寄附作品・用の美『根来』を中心に～

平成23年７月２日（土）～31日（日）

　本展では、新たに「池田コレクション」に加わった作品34点をお

披露目します。

　「根来」は中世に繁栄した紀州（和歌山県）根来寺山内で制作され

た僧侶たちの日常品や仏具として使用された漆器が、その名の由来と

されます。シンプルな造形と色彩は、美術愛好家たちに愛され続けて

います。“用の美”の体現ともいえる、根来の優品などをご覧ください。


